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令和 4（2022） 年度 「緑の募金」 事業概要 

 

2022 年は依然として、新型コロナウイルス感染症の影響により、職場募金、学校募金、街頭募金

等募金活動の縮小を余儀なくされているものの、2022 年 4 月から 2023 年 1 月までの募金収入は

15,577 千円と、前年比 118％と増加し、コロナ前の 2019 年との比較では 88％まで回復した。 

2022 年度（2 月、3 月の見込みを含む）種類別の推移をみると、企業募金はコロナ前より増額、

職場募金はコロナ前と同程度に回復、街頭募金は前年に比べ大きく回復傾向を示した。 

2022 年度の合計は第 59 回協議会（2022 年 2 月）に示した予算額 17,000 千円程度になる見込み

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

報告案件 ① 

表中の数字は金額（円） 

種別 2019年度 2020年度 2021年度
2022年度

(見込含む)

企業募金 5,690,461 5,060,419 6,006,950 6,330,000

職場募金 5,631,482 4,017,907 4,525,406 5,269,000

学校募金 4,735,968 2,199,426 3,372,224 2,970,000

街頭募金 3,119,858 224,014 338,507 1,404,000

家庭募金 798,425 1,159,011 763,336 812,000

その他 340,646 252,809 168,173 215,000

総計 20,316,840 12,913,586 15,174,596 17,000,000
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2022 年度は見込みを含む 
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１． 緑の募金運動推進事業 

（１） 募金活動の推進 

緑の募金運動および普及啓発の円滑な推進を図るため、2022 年秋用および 2023 年春用の募

金資材を整備した。（緑の羽根、緑化バッジ、ＰＲチラシ、ポスター、募金箱） 

緑化バッジは、過去 2 年間はコロナ禍で製作数を

削減していた。引き続き過去のバッジを有効活用す

ることを前提にしつつ、街頭募金等の再開を見込ん

で、昨年度よりやや数を増やして製作した。 

 

（製作数） 
2019 秋 2020 秋 2021 秋 2022 秋  2020 春 2021 春 2022 春 2023 春 

カツラ － カキ キキョウ  ツクシ キイチゴ ケヤキ スイセン 

5,000 0 3,170 4,000  13,000 7,000 6,000 6,500 
 

街頭募金、学校募金、家庭募金、職場募金、企業募金等の募金を呼びかけた。 

＜キャンペーン期間＞ ・春季 2022 年 3 月 1 日～5 月 31 日 

・秋季 2022 年 9 月 1 日～10 月 31 日 

（２） 募金拡大 

大丸心斎橋店（大阪市中央区）より環境関連取組の一環として 緑の募金チャリティー企画提

案があり、9 月 28 日～10 月 18 日に開催された。当協会から緑の募金の説明資料や店頭での対

応マニュアル等を提供し、大丸松坂屋ポイントや現金による緑の募金の受付と、秋のピンバッジ

の配布が行われた。 

キャッシュレス募金については、（公社）国土緑化推進機構が全国の緑の募金団体とともに

PayPay 及び auPay を利用した募金の開始に向けた取り組みを行っていたが、同機構より金融庁

への手続きが進まないことが報告され、全国的に滞っている。2023 年度の開始は難しい状況で

ある。 

募金方法の多様化を進めるために 2020 年より開始した遺贈募金（JELF「みどりの遺言」プロ

ジェクト）を継続している。 

企業募金の拡大を目的として、過年度から継続的にご協力いただいている企業様のうち 2 社 3

部署へ、今後の展開に向けた意見を伺った。 

音楽集団 ANKAA のコンサート会場における募金が 2020 年から継続している。2022 年度は 6

月、11 月、3 月（予定）に行われ、募金の呼びかけを行った。 

 

２． 緑化推進・森林の整備事業 

（１） 緑化事業等交付金 

募金活動に協力した団体や学校、企業による地域や学校の緑化を推進するため、集められた募

金額の 40%を上限に、該当団体の申請に基づき緑化事業等交付金を交付した。 

・2022 年 2 月～11 月振込分まで 300 件 2,362,776 円 

（参考：2021 年 2 月～11 月振込分まで 272 件 2,309,021 円） 

2022 秋バッジ 
（キキョウ） 

2023 春バッジ 
（スイセン） 
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（２） 堺第７－３区「共生の森づくり」の推進 

市民・NPO 等の参加で例年 3 月に実施されていた「共生の森づくり」イベントは、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の影響により 2020 年度、2021 年度は中止となった。2022 年度は規

模を縮小して開催予定であるが、企業からの寄付申込みがなく、助成は実施しない見込みである。 

（３） 生駒山系花屏風支援事業 

生駒山系を屏風に見立てて彩豊かな“花屏風”を作る「生駒山系花屏風構想」を支援するため、

大阪商工信用金庫からの募金を原資として 5 団体への助成を行った。例年開催の花屏風ハイキン

グは、新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響により 2020 年度、2021 年度は中止となってい

たが、10 月に開催され、緑の募金の呼びかけを行った。 

生駒山系花屏風構想は 2008 年に開始され、2022 年までの 15 年間で目標の 1 万本植樹を達成

した。2023 年度以降も事業の見直しをはかりつつ継続する予定となっている。 

（４） 平和の緑づくり事業 

大阪府内の平和堂店舗の有料レジ袋の収益金の一部からなる寄付を活用し、学校や幼稚園、保

育園等で身近な緑づくり（植樹と「緑の教室」の開催）を推進した。 

・申請 11 件、採択 5 件 

（５） 緑の少年団活動支援事業 

子どもたちが緑や自然に触れ、森林や緑化に関する意識が高められるよう、大阪府緑の少年団

連盟 4 団に助成を行った。例年行っている交流集会及び指導者情報交換会は新型コロナウイルス

感染症拡大防止の影響により中止となった。 

（６） その他 

① 中央交付金の交付 

（公社）国土緑化推進機構に対して、中央交付金（広域的な森林整備や緑化の推進に活用さ

れる）として緑の募金の 2%相当額に 250 千円を加えた額を交付する。（3 月予定） 

② 緑化推進運営協議会の運営 

緑の募金の適切な運用を図るため、有識者からなる緑化推進運営協議会を開催。 

・第 60 回緑化推進運営協議会：対面開催 5/27 

・第 61 回緑化推進運営協議会：対面開催 2/28 

③ 募金・緑化功労者の表彰 

3 年間の募金額をもとに、4 団体を（公社）国土緑化推進機構に推薦し、感謝状を贈呈した。 

・林野庁⾧官賞（3 年間の合計が 200 万円以上）： 

株式会社平和堂、ダイドードリンコ株式会社、大阪府警察有志一同 

・国土緑化推進機構理事⾧賞（同 50 万円以上）： 

大阪商工信用金庫有志一同 

 

「大阪府みどりの功労者」として当協会が推薦した田中正視（たなかまさみ）氏（和泉葛城

山ブナ林保護増殖検討委員会委員）が表彰された。「大阪府みどりの功労者」は、緑化の推
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進、自然環境の保全及び森林の保全に功績のあった個人または団体を表彰するもので、和泉

葛城山ブナ林保護増殖検討委員会委員として 33 年間、環境省自然公園指導員として 34 年

間の⾧きにわたる自然環境保全活動の功績が認められた。 

 

３． 森林環境教育・森林 ESD の推進 

（１） 教員向け講習の企画・運営 

2019 年度より検討・準備を進めてきた教員向け講習の全体カリキュラム、講習内容、教材等

を活用し、８月に東部社会科研究会（河南町・太子町・千早赤阪村の公立小学校教員の研究会）

のメンバーを対象に「どこでもできる森林 ESD」研修を実施した。また、大阪森林インストラク

ター会と連携し、大阪教育大学において、「図画工作」授業の時間を活用し、1 回生の学生を対象

に森林ＥＳＤ体験講座を実施した。 

（２） 研究会等への参加、イベントの開催 

近畿中国森林管理局「森林（もり）のギャラリー」（大阪市北区）において、令和 4 年用国土

緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクールの大阪での入賞作品の展示とともに、「学校に森林

と木の香りを」整備事業等の 2021 年度に行われた事業の紹介を「子どもたちにもっとみどりを

～緑の募金を活用したみどりづくりや木の利用を進めるための活動支援～」と題しパネル展示を

行った。 

（３） みどりづくりの輪活動支援事業 

子どもたちによる生物多様性につながる自然環境保全活動、森林整備活動、校庭・園庭等の緑

化やビオトープの整備等への助成を行った。 

・申請件数 9 件、採択 4 件 

 

また、学校が森林 ESD やビオトープ整備に関する計画立案に際し、専門家の助言が得られる

ように、専門家相談費用の助成を行った。 

・助成件数 5 件、うち助成事業申請 4 件 

（４） 「学校に森林と木の香りを」整備事業 

子どもたちが国産木材の利用や緑の効用について理解を深めるため、教育施設の木質化や森林

に関する学習の実施に対する助成を行った。 

・申請件数 3 件、採択 3 件 
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４． 普及啓発事業 

（1） 会報誌の発行・メールマガジンの配信 

会報誌「ANNUALREPORT2021（みどりのトラスト）」を発行した（7 月）。 

メールマガジンは、月に 1 回、約 500 の団体や個人に定期配信し、最新の話題提供とホームペ

ージへの誘導を促した。 

（2） ホームページ、SNS の運営 

ホームページは、緑の募金のキャンペーン情報や助成事業についてタイムリーにお知らせし、

募金が活用された事業報告等を掲載した。SNS・メールマガジンと連動し、広く活用内容が伝わ

るよう発信した。 

（3） 普及啓発イベントへの参加 

大阪府立中央図書館共催イベントとして 4/19（火）～5/15（日）の期間中「令和 4 年用国土

緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール」入選作品展示 と「子どもたちにもっとみどりを

～緑の募金を活用したみどりづくりや木の利用を進めるための活動支援紹介～」パネル展示で緑

の募金の活用方法等を紹介し、募金箱を設置した。 

コロナ禍にて 3 年ぶりに開催された「水都おおさか森林（もり）の市（10/23）」（大阪市北区）

や「大阪自然史フェスティバル（11/19・20）」（大阪市東住吉区）にて募金活動・パネル展示等

の PR を行った。 

（4） ポスターコンクールの実施 

（公社）国土緑化推進機構が実施する「令和 5 年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コン

クール」に、大阪府内からは、21 校／89 点（参加総数 215 点 ※1 校につき応募は 10 点まで）

の応募があった。10/6 の審査会にて優秀作品を選び推薦した。結果、中央審査会にて下記の 3 名

が入賞した。大阪みどりのトラスト協会賞 11 名。 

  

【高等学校の部】 
特選 文部科学大臣賞 

自然を守る 
大阪府立堺西高等学校 
1 年 玉置 花怜 さん 

【小学校の部】入選 
国土緑化推進機構理事⾧賞 

みんなのために 
箕面市立西南小学校 
4 年 野村 光那 さん 

【中学校の部】入選 
国土緑化推進機構理事⾧賞 

大樹と赤ちゃん 
大阪市立東中学校 

3 年 塩尻 聡子 さん 
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報告案件 ② 

① ② 単位：千円

新科目
2021年度

決算額
2022年度
予算額

2022年度
決算見込み

予算対比
②－①

2022見込　備考

Ⅰ　収入の部

１．緑の募金収入 15,174 17,000 16,978 △ 22

２．助成金等収入（受取受託金） 80 0 0 0

３．運用財産利息収入 0 0 0 0

４．雑収入 19 0 28 28

当期収入合計（Ａ） 15,273 17,000 17,006

前期繰越収入差額（Ｂ） △ 2,257 △ 2,905 △ 2,922

収入合計（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ） 13,016 14,095 14,084

Ⅱ　支出の部

１．緑の募金推進事業

　　募金活動費 2,193 2,592 2,592 0 資材整備他

　　募金拡大 2 10 5 △ 5

小計 2,195 2,602 2,597 △ 5

２．緑化推進・森林の整備事業費

　　緑化事業等交付金 2,753 3,230 3,098 △ 132

　　堺第７－３区「共生の森づくり」推進費 0 270 0 △ 270

　　生駒山系花屏風支援事業 981 1,200 888 △ 312 助成応募団体が少なかった

　　平和の緑づくり事業 664 640 772 132 寄附の増額に応じた事業拡大

　　緑の少年団活動支援事業 470 1,050 505 △ 545 交流集会の中止

　　中央交付金の交付 554 590 609 19 17,942千円×0.02+250千円

　　緑化推進運営協議会の運営 0 24 31 7

　　募金・緑化功労者の表彰 0 6 6 0

　　国緑対応 131 180 150 △ 30

小計 5,553 7,190 6,059 △ 1,131

３．森林環境教育・森林ＥＳＤ推進事業

　　教育大学学生向け講習の企画・運営 267 300 303 3

　　研究会等への参加、イベントの開催 56 100 46 △ 54

　　みどりづくりの輪活動支援事業 307 520 626 106 応募が多く、追加採用した

　　「学校に森林と木の香りを」整備事業 602 620 468 △ 152
応募団体の申請額が少なかっ
た

小計 1,232 1,540 1,443 △ 97

４．普及啓発事業費

　　会報誌の発行・メールマガジンの発行 145 135 108 △ 27

　　ホームページ、ＳＮＳの運営 117 116 77 △ 39

　　普及啓発イベントへの参加 0 44 45 1

　　ポスターコンクールの実施 165 150 176 26

    その他 53 53 56 3 PCソフトライセンス料等

小計 480 498 462 △ 36

５．推進事務費 6,477 6,500 6,500 0

当期支出合計（Ｄ） 15,938 18,330 17,061 △ 1,269

当期収支差額（Ａ）－（Ｄ） △ 665 △ 1,330 △ 55

次期繰り越し収支差額（Ｃ）－（Ｄ） △ 2,922 △ 4,235 △ 2,977

令和4（2022)年度「緑の募金」収支決算見込み
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令和 5（2023） 年度 「緑の募金」 事業計画（案） 

 

2022 年度に続き 2023 年度も新型コロナウイルス感染症の影響が残るスタートとなるが、募金活

動を実施する際の注意事項等の周知を図るとともに、SNS を活用した広報活動等、新たな時代に対

応した募金活動を進める。 

また、（公社）国土緑化推進機構とともに、SDGｓ達成への貢献を目指し、緑の未来を担う子ど

もたちへの助成・森林環境教育等を進める。 
 

１． 緑の募金運動推進事業（予算 2,859 千円）  

（１） 募金活動の推進（予算 2,853 千円） 

2023 年度の募金目標額を 17,200 千円※とし、以下の団体へ協力依頼し、街頭募金、学校募

金、家庭募金、職場募金、企業募金等の募金を呼びかける。 

 

種別 協力団体 

街頭募金 
日本ボーイスカウト大阪連盟、(一社)ガールスカウト大阪府連盟、大阪府緑の

少年団連盟 

学校募金 各市町村教育委員会、大阪私立中学校高等学校連合会 他 

家庭募金 大阪府内 43 市町村 

職場募金 

企業募金等 

大阪府、大阪府警察本部、近畿中国森林管理局、大阪商工会議所、大阪府木材

連合会、大阪商工信用金庫、大阪府生活協同組合連合会、大阪いずみ市民生活

協同組合、ダイドードリンコ(株) 他 

 

※ 募金目標額 17,200 千円は、職場募金・街頭募金・家庭募金で増加を見込む一方で、企

業募金及び学校募金における減額を見込んで設定した。企業募金は、環境貢献取り組

みを背景とした募金が見込まれるものの、有料レジ袋の収益金の一部からなる寄付の

減少（原料・加工費の高騰による）を反映して減額を見込んだ 

 

募金キャンペーン期間を設け、各団体による街頭募金を集中的に実施するとともに、府内各

地で行われる各市町村や各種団体等の緑化関連イベント等で緑の募金活動を強化し、周知を図

る。 

＜キャンペーン期間＞ ・春季 2023 年 3 月 1 日～5 月 31 日 

・秋季 2023 年 9 月 1 日～10 月 31 日 
 

学校募金は、市町村教育委員会の取りまとめ（募金呼びかけ、資材聞き取り・配布、交付金

申請・交付・報告に関する連絡調整等）の協力を得ており、１校（園）あたり 400（円/年）の

手数料を支出している。しかし、コロナ禍による学校募金の中断を経て、取りまとめに協力い

ただいた教育委員会の数は、コロナ前の 2019 年は 24 であったが今年度は 17 に減少し、今後

も減少する傾向にあると見込まれる。 

この傾向が続いた場合、各学校と協会事務局との個別対応が増えることによる事務作業量の

第１号議案 
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増加や、学校募金額の減少が懸念されるため、教育委員会に向けて取りまとめ協力の継続をお

願いする。 

 

＜募金資材の整備＞ 

緑の募金運動および普及啓発の円滑な推進を図るため、2023 年秋用および 2024 年春用の募

金資材を整備し、活用する。2022 年度春から、牛乳パックや段ボール箱を活用した募金箱作

成のための用紙を作成しており、既成品募金箱に代わるものとして引き続き活用を呼びかける。 

 

募金資材の種類 概 要 備 考 

緑の羽根 
緑の募金運動のシンボルである緑の羽根を準備

し、募金者に配布する 

国土緑化推進機構より

購入 

緑化バッジ 

大阪府立港南造形高等学校の協力を得て、植物の

葉や花をモチーフとした緑化バッジを、春と秋の

キャンペーンに合わせて作成し、募金者に配布す

る 

当協会オリジナル 

ＰＲチラシ 

以下の目的に応じたチラシを作成し配布する 

 ○緑の募金の普及啓発 

 ○物品寄付の周知 

 ○遺贈による寄付の周知 

当協会オリジナル 

ポスター 
募金実施団体の希望により配布するとともに、公

共施設や道の駅等に依頼し、掲出する 

国土緑化推進機構より

購入 

募金箱 

募金形態にあわせて使用できるよう、紙製、間伐

材製、街頭募金向けストラップ付の 3 種類を整備

する。 

国土緑化推進機構より

購入 

募金箱作成用紙 
牛乳パックや段ボール箱に貼り付け、手作りして

もらう募金箱の用紙 
当協会オリジナル 

 

（２） 募金拡大（予算 6 千円） 

近年、企業からの問い合わせや寄付企画の申し込みが増えつつあり、各企業のニーズに合わせ

た積極的な対応を行い、協力企業の拡大に努める。 

また、現在、家庭募金は募金総額の約 5％にとどまっているため、家庭募金を行っている市や、

他府県の事例を参考にして取り組み方法を検討し、大阪府の協力も得ながら市町村への協力依頼

を進める。 

WEB から募金ができる「つながる募金」や家庭に眠る物品の寄付(お宝エイド)物品寄付や遺

贈による寄付等、募金方法の多様化に向けた仕組みづくりに取り組み、ホームページやイベント

等で周知し、普及啓発を図る。状況に応じてキャッシュレス募金に取り組む。 
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２． 緑化推進・森林の整備事業（予算 6,831 千円） 

（１） 緑化事業等交付金（予算 3,400 千円） 

募金活動に協力した団体や学校、企業による地域や学校の緑化を推進するため、集められた募

金額の 40%を上限に、該当団体の申請に基づき緑化事業等交付金を交付する。 

（２） 堺第７－３区「共生の森づくり」の推進 （予算 270 千円） 

地球温暖化防止にかかる運動の一環として、堺第 7-3 区における市民・NPO 等の府民参加で

実施されている「共生の森づくり」活動へ助成する。 

（３） 生駒山系花屏風支援事業 （予算 808 千円） 

生駒山系を屏風に見立てて彩豊かな“花屏風”を作る「生駒山系花屏風支援事業」への助成を行

う。同事業を推進する生駒山系森づくりサポート協議会の活動や主催行事に参加し、緑の募金の

PR を行う。 

（４） 平和の緑づくり事業（予算 450 千円） 

大阪府内の平和堂店舗の有料レジ袋の収益金の一部からなる寄付を活用し、学校や幼稚園、保

育園等で身近な緑づくり（植樹と「緑の教室」の開催）を推進する。 

（５） 緑の少年団活動支援事業（予算 1,050 千円） 

大阪府内の緑の少年団に対して活動助成を行うとともに、「子どもたちが緑や自然に触れ、森

林や緑化に関する意識を高める」という目的に沿った連盟の運営・交流行事の開催が行われるよ

う、各団の自立を促しつつ大阪府緑の少年団連盟事務局として支援する。 

（６） その他（予算 853 千円） 

① 中央交付金の交付 
（公社）国土緑化推進機構に対して、中央交付金（広域的な森林整備や緑化の推進に活用さ

れる）として緑の募金の 2%相当額に 250 千円を加えた額を交付する。 

② 緑化推進運営協議会の運営 

緑の募金の適切な運用を図るため有識者からなる緑化推進運営協議会を年 2 回以上開催する。 

③ 募金・緑化功労者の表彰 

募金額をもとに感謝状を贈呈する団体を（公社）国土緑化推進機構に推薦する。 

「大阪府みどりの功労者表彰」等、各種の表彰主催団体からの案内をうけて推薦対象を選出

し、推薦資料を作成・提出する。 

 

３． 森林環境教育・森林 ESD の推進（予算 1,613 千円） 

（１） 教育大学学生向け講習の企画・運営（予算 250 千円） 

大阪教育大学、大阪府森林組合、大阪森林インストラクター会等と連携し、森林 ESD を体験

する教育大学学生向け講習を実施する。 

（２） 研究会等への参加、イベントの開催（予算 113 千円） 

（公社）国土緑化推進機構や関係団体とともに、森林 ESD の推進に向けた研究会・勉強会に

参画する。また、森林環境教育・森林 ESD の普及啓発を目的としたパネル展を開催する。 



 

10 

 

（３） みどりづくりの輪活動支援事業（予算 630 千円） 

子どもたちによる生物多様性につながる自然環境保全活動、森林整備活動、校庭・園庭等の緑

化やビオトープの整備等に助成する。また、これらの活動組立てや整備計画立案にあたり、専門

家による助言を得られるよう、専門家の紹介や相談時の費用助成等の支援を行う。 

 

（４） 「学校に森林と木の香りを」整備事業（予算 620 千円） 

子どもたちが国産木材の利用や緑の効用について理解を深めるため、教育施設の木質化や森林

に関する学習の実施に対して助成する。 
 
４． 普及啓発事業（予算 504 千円） 

メールマガジン、ホームページ、SNS 等多様な媒体による重層的な情報発信を行う。また普及

啓発イベントへの参加、ポスターコンクールを実施する。 

（１） 会報誌の発行・メールマガジンの発行（予算 130 千円） 

前年度の事業報告と当該年度の事業計画をわかりやすく編集した年次報告書形式の会報誌「ア

ニュアルレポート」を年 1 回 7 月頃に発行する。イベント情報や保全活動地の様子、緑の募金の

活用方法等をまとめたメールマガジンを、会員や関係する団体や個人に月 1 回のペースで定期的

に配信する。 

（２） ホームページ、SNS の運営（予算 78 千円） 

ホームページ、SNS（Facebook 及び Instagram）は会報誌やメールマガジンと連動させて、緑

の募金のキャンペーン情報や助成事業についてタイムリーにお知らせする。また募金が活用され

た事業報告等を随時更新する。 

（３） 普及啓発イベントへの参加（予算 46 千円） 

緑の募金を活用して進める「生物多様性の保全」、「木材の利活用促進」、「森林 ESD の推進」

等について理解を深めるため、府民を対象とした関連イベントへブースを出店し、パネル展示等

を行い緑の募金への協力を呼びかける。 

（４） ポスターコンクールの実施（予算 190 千円） 

国土緑化運動を推進するためのポスター原画コンクールに参加し、優秀作品を選出し表彰する。 

（５） その他（予算 60 千円） 

編集ソフトの年間使用料。 
 

５． 推進事業体制の整備（予算 6,650 千円） 

緑の募金事業推進に伴う事務所経費および人件費等、必要な事務的経費を支出する。 
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第２号議案 

① ② ③ 単位：千円

新科目
2022年度
予算額

2022年度
決算見込み

2023年度
予算額

前年度
予算対比
③－①

2023予算　備考

Ⅰ　収入の部

１．緑の募金収入 17,000 16,978 17,200 200

２．助成金等収入（受取受託金） 0 0 0 0

３．運用財産利息収入 0 0 0 0

４．雑収入 0 28 0 0

当期収入合計（Ａ） 17,000 17,006 17,200

前期繰越収入差額（Ｂ） △ 2,905 △ 2,922 △ 2,977

収入合計（Ｃ）＝（Ａ）＋（Ｂ） 14,095 14,084 14,223

Ⅱ　支出の部

１．緑の募金推進事業

　　募金活動費 2,592 2,592 2,853 261 資材整備他

　　募金拡大 10 5 6 △ 4

小計 2,602 2,597 2,859 257

２．緑化推進・森林の整備事業費

　　緑化事業等交付金 3,230 3,098 3,400 170 募金額の約20％

　　堺第７－３区「共生の森づくり」推進費 270 0 270 0

　　生駒花屏風支援事業 1,200 888 808 △ 392

　　平和の緑づくり事業 640 772 450 △ 190 15万円×3園

　　緑の少年団活動支援事業 1,050 505 1,050 0 3年ぶりの交流集会開催

　　中央交付金の交付 590 609 610 20 17,200千円×0.02+250千円

　　緑化推進運営協議会の運営 24 31 31 7 2回開催

　　募金・緑化功労者の表彰 6 6 2 △ 4

　　国緑対応 180 150 210 30
国緑会費12万円、全国緑推会費1万円

総会参加5万円

小計 7,190 6,059 6,831 △ 359

３．森林環境教育・森林ＥＳＤ推進事業

　　教育大学学生向け講習の企画・運営 300 303 250 △ 50

　　研究会等への参加、イベントの開催 100 46 113 13

　　みどりづくりの輪活動支援事業 520 626 630 110
専門家の紹介や相談時の費用助成を継続

4件を予定

　　「学校に森林と木の香りを」整備事業 620 468 620 0
専門家の紹介や相談時の費用助成を継続

3件を予定

小計 1,540 1,443 1,613 73

４．普及啓発事業費

　　会報誌の発行・メールマガジンの発行 135 108 130 △ 5

　　ホームページ、ＳＮＳの運営 116 77 78 △ 38

　　普及啓発イベントへの参加 44 45 46 2

　　ポスターコンクールの実施 150 176 190 40

    その他 53 56 60 7 PCソフトライセンス料等

小計 498 462 504 6

５．推進事務費 6,500 6,500 6,650 150

当期支出合計（Ｄ） 18,330 17,061 18,457 127

当期収支差額（Ａ）－（Ｄ） △ 1,330 △ 55 △ 1,257

次期繰り越し収支差額（Ｃ）－（Ｄ） △ 4,235 △ 2,977 △ 4,234

令和5（2023)年度「緑の募金」収支予算


